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成
長
著
し
い
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
と
わ
が
国
の
経
済
交

流
は
、
着
実
に
拡
大
し
て
い
る
。
す
で
に
域
内
で
は
、

多
く
の
企
業
が
国
境
を
越
え
た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

の
構
築
や
事
業
活
動
を
進
め
て
い
る
。
二
〇
一
五
年

末
を
目
指
す
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
統
合
や
、
そ
れ
を
支

え
る
連
結
性
強
化
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
に
お
い
て
企
業
が
円
滑
に
事
業
活
動
を
展
開
で

き
る
環
境
の
構
築
が
期
待
さ
れ
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の

経
済
統
合
後
を
見
据
え
た
企
業
戦
略
の
構
築
に
よ
る

競
争
力
強
化
に
向
け
て
、
企
業
が
ビ
ジ
ネ
ス
上
直
面

す
る
具
体
的
な
課
題
と
、
そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
議
論
し
た
。
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Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
に
お
け
る

企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
の

現
状
と
展
望

久
保
田

近
年
の
著
し
い
経
済
発
展
に
よ
り
、
今
や

世
界
経
済
の
牽
引
車
と
な
っ
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
で

の
事
業
展
開
に
お
い
て
、
日
本
企
業
が
他
の
地
域
と

ど
の
よ
う
に
差
別
化
を
図
り
、
ど
の
よ
う
な
分
野
で

ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
そ
の
際
に
、

域
内
の
ど
の
国
を
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
な
か
で
原

材
料
の
調
達
先
、
生
産
拠
点
、
消
費
市
場
と
位
置
付

け
て
い
る
か
、
お
伺
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
初
に
、
河
合
先
生
か
ら
、
中
間
所
得
層
の
急
速

な
増
加
に
よ
り
、
消
費
市
場
と
し
て
の
地
位
を
確
か

な
も
の
と
し
て
い
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
世
界
経
済
全
体

に
お
け
る
重
要
性
や
役
割
に
つ
い
て
お
伺
い
し
、
そ

の
う
え
で
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内
に
お
け
る
現
在
の
日

本
企
業
の
進
出
状
況
や
そ
の
傾
向
を
ど
の
よ
う
に
ご

覧
に
な
っ
て
い
る
か
、
お
話
し
い
た
だ
け
ま
す
で
し

ょ
う
か
。

世
界
市
場
で
中
国
・
イ
ン
ド
に

対
抗
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
存
在

河
合

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
一
〇
カ
国
の
総
人
口
は
約
六
億

人
で
、
中
国
や
イ
ン
ド
の
お
よ
そ
半
分
で
す
が
、
Ｇ

Ｄ
Ｐ
は
二
・
四
兆
ド
ル
と
、
イ
ン
ド（
一
・
九
兆
ド

ル
）よ
り
大
き
く
な
り
ま
す
。
一
国
一
国
の
規
模
は

大
き
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
域
と
し
て
見
た
場
合
の

経
済
的
プ
レ
ゼ
ン
ス
は
大
き
い
と
い
え
ま
す
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
、
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
手
続
き

を
取
っ
て
経
済
統
合
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
自
由
貿
易
地
域
を
つ
く
り
、
次
い
で
二
〇
一
五

年
末
に
は
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
共
同
体
」
が
設
立
さ

れ
る
予
定
で
す
。
現
在
、
設
立
に
向
け
て
各
国
が
政

策
努
力
を
行
っ
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
途
上

国
・
新
興
国
の
連
合
体
で
す
が
、
一
つ
に
ま
と
ま
っ

て
、
中
国
や
イ
ン
ド
と
連
携
し
つ
つ
、
同
時
に
世
界

市
場
で
対
抗
す
る
と
い
う
意
味
で
ユ
ニ
ー
ク
な
存
在

で
す
。
今
後
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
が
本
格
的
に
国
際
社

会
に
復
帰
す
る
こ
と
で
、
そ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
ま

す
ま
す
高
ま
る
で
し
ょ
う
。
制
度
面
も
こ
こ
数
年
整

備
が
進
み
、
二
〇
〇
八
年
に
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
憲
章
」

が
発
効
し
、
法
的
な
存
在
と
し
て
確
立
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内
の
物
理
的
、
制
度
的
、

人
的
な
連
結
性
を
高
め
る
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
コ
ネ
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
」
が
重
要
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
域

内
を
経
済
的
に
一
体
化
さ
せ
た
う
え
で
、
域
外
の
国

や
地
域
と
も
経
済
関
係
を
強
化
す
る
展
望
を
持
っ
て

お
り
、
す
で
に
、
日
本
、
中
国
、
韓
国
、
イ
ン
ド
、

豪
州
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
と
Ｆ
Ｔ
Ａ（
自
由

貿
易
協
定
）を
締
結
し
て
い
ま
す
。
そ
の
到
達
点
が

Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ（R

egional
C
om
prehensive

E
co-

nom
ic
P
artnership：

東
ア
ジ
ア
地
域
包
括
的
経

済
連
携
）で
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を
中
心
に
し
た
一
六
カ

国
が
Ｅ
Ｐ
Ａ（
経
済
連
携
協
定
）締
結
の
た
め
の
交
渉

を
進
め
て
お
り
、
非
常
に
広
が
り
を
持
っ
た
存
在
に

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
に
は
、
日
本
企
業
が
活
発
に
直

接
投
資
を
行
っ
て
お
り
、
直
接
投
資
残
高
は
対
中
国

よ
り
も
大
き
い
の
で
す
。
域
内
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
も
日
本
企
業
が
中
心
に
な
っ
て
つ
く
っ
て
お
り
、

日
本
に
と
っ
て
は
特
に
重
要
な
地
域
だ
と
い
え
ま
す
。

久
保
田

日
本
の
産
業
界
の
動
向
に
つ
い
て
、
各
社

の
具
体
的
な
事
業
例
を
踏
ま
え
て
お
伺
い
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
現
在
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
で
の
事
業
の
司
令

塔
を
、
商
業
で
あ
れ
ば
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
製
造
業
で

あ
れ
ば
バ
ン
コ
ク
に
置
き
、
地
域
全
体
を
統
括
し
て

い
る
企
業
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
が
、
ど
こ
で
利
益
を

生
み
出
す
か
を
念
頭
に
、
各
社
と
も
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ

ー
ン
を
構
築
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
ま
ず
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
事

例
も
踏
ま
え
て
、
自
動
車
業
界
の
動
き
に
つ
い
て
、

内
山
田
副
会
長
よ
り
お
話
し
い
た
だ
け
ま
す
か
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各
国
は
自
動
車
産
業
に

と
っ
て
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー

内
山
田

日
本
の
自
動
車
業
界
は
、
欧
米
が
注
目
す

る
前
か
ら
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
と
の
関
係
を
深
め
て
き

ま
し
た
。
や
は
り
地
理
的
に
近
い
こ
と
が
、
大
き
な

ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
市
場
で
の
自
動
車
販
売
台
数

は
、
二
〇
一
三
年
で
三
五
〇
万
台
規
模
ま
で
伸
長
し

て
お
り
、
う
ち
日
系
の
メ
ー
カ
ー
で
三
〇
〇
万
台
、

八
六
％
の
シ
ェ
ア
を
占
め
て
い
ま
す
。
今
後
も
成
長

が
見
込
め
、
二
〇
二
〇
年
に
は
五
〇
〇
万
台
に
到
達

す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

生
産
の
現
地
化
も
進
ん
で
お
り
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域

内
で
の
自
動
車
生
産
台
数
は
四
四
〇
万
台
、
日
系
メ

ー
カ
ー
が
三
七
四
万
台
を
生
産
し
、
シ
ェ
ア
は
八
五

％
で
す
。
な
お
、
そ
の
う
ち
一
〇
〇
万
台
を
域
内
外

（
域
内
三
六
％
、
域
外
六
四
％
）に
輸
出
し
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
開
発
拠
点
と
し
て
ト
ヨ
タ
、
日
産
、

ホ
ン
ダ
、
い
す
ゞ
、
三
菱
、
ダ
イ
ハ
ツ
、
ま
た
デ
ン

ソ
ー
な
ど
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
も
、
タ
イ
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
に
Ｒ
＆
Ｄ
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、

市
場
に
合
っ
た
デ
ザ
イ
ン
開
発
、
試
験
評
価（
テ
ス

ト
コ
ー
ス
、
材
料
評
価
）、
現
地
調
達
支
援
な
ど
、

現
地
で
の
研
究
開
発
機
能
を
拡
充
し
て
き
て
い
ま
す
。

今
後
を
展
望
す
る
と
、
さ
ら
な
る
成
長
が
望
め
る

新
興
市
場
と
し
て
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
、
自
動
車
産
業

に
と
っ
て
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。
例
え
ば
、
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各
国
の
自
動
車
保
有
率
を
見
る
と
、
日
、

米
で
は
二
人
に
一
台
な
の
に
対
し
、
タ
イ
で
八
・
五

人
に
一
台
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
三
〇
人
に
一
台
な
ど
、

ま
だ
ま
だ
市
場
拡
大
の
余
地
、
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
大

い
に
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各
国
の
一
国
の
市
場
規
模

で
は
、
多
く
の
モ
デ
ル
を
量
産
す
る
こ
と
や
原
価
低

減
は
難
し
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
効
率
的
・
集
約

的
な
投
資
を
行
い
、
さ
ら
に
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
活
用
し
て
部

品
と
完
成
車
の
域
内
相
互
供
給（
水
平
分
業
）を
実
施

し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
ト
ヨ
タ
の
場
合
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
を
タ
イ
で
、
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン

を
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
生
産
し
、
域
内
製
造
事
業
体
に
供

給
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
車
種
で
い
え
ば
、
カ
ロ
ー

ラ
は
タ
イ
で
生
産
し
域
内
に
供
給
し
て
い
ま
す
。
こ

の
結
果
、
調
達
コ
ス
ト
や
生
産
コ
ス
ト
に
競
争
力
が

付
き
、
今
で
は
域
外
輸
出
も
行
っ
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル

な
生
産
拠
点
に
成
長
し
ま
し
た
。

ト
ヨ
タ
と
し
て
は
、
新
興
市
場
の
ニ
ー
ズ
に
即
応

し
た
商
品
の
投
入
や
、
域
内
外
の
拡
大
市
場
に
対
応

し
た
供
給
戦
略
の
推
進
な
ど
、
今
後
も
よ
り
一
層
の

現
地
化
と
生
産
性
の
向
上
に
努
め
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各

国
を
高
効
率
な
開
発
・
生
産
準
備
の
グ
ロ
ー
バ
ル
拠

点
と
し
て
育
成
し
て
い
く
計
画
で
す
。
今
後
は
、
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
統
合
に
よ
る
域
内
の
競
争
、
ま
た
環

境
意
識
の
高
ま
り（
環
境
規
制
導
入
・
強
化
）や
Ｆ
Ｔ

Ａ
に
よ
る
市
場
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
進
展
に
よ
り
、
自

動
車
産
業
の
競
争
は
激
化
す
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
裾
野
産
業
も
含
め
た
競
争
力
の
強
化

が
急
務
と
な
る
で
し
ょ
う
。

久
保
田

そ
れ
で
は
、
中
西
副
会
長
、
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

ニ
ー
ズ
は
家
電
か
ら
イ
ン
フ
ラ
関
連
へ

中
西

日
立
グ
ル
ー
プ
で
は
、
全
体
の
売
り
上
げ
の

ASEANはさらなる成長が望め
る新興市場として、自動車産業
にとって重要なパートナーであ
ると考えている。今後、ASEAN
経済統合による域内の競争、ま
た環境意識の高まり（環境規制
導入・強化）やFTAによる市場
のグローバル化進展により、自
動車産業の競争は激化すると予
想される。裾野産業も含めた競
争力の強化には、域内インフラ
整備や人材育成が急務である。

（内山田竹志）

ASEAN地域に対する日本企業の直接投
資残高は、対中国よりも大きい。域内の
サプライチェーンも日本企業が中心にな
ってつくってきたことから、日本にとっ
て特に重要な地域である。ASEAN各国
はハード面・ソフト面での課題を乗り越
え、２０１５年末のASEAN経済共同体設立
へ向けて、各国間の連結性を高めつつあ
る。各国が経済統合や制度・規制の共通
化のメリットを認識し、それに必要な国
内経済改革を進めることで、共通のフレ
ームワークに収束させることが望まれる。

（河合正弘）
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一
〇
％
を
中
国
を
除
く
ア
ジ
ア
地
域
が
占
め
て
お
り
、

重
要
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
す
。
特
に
近
年
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
各
国
の
事
情
に
合
わ
せ
た
製
品
開
発
を
行
い
、

主
要
な
生
産
拠
点
で
あ
る
タ
イ
の
よ
う
な
地
域
に
お

い
て
も
地
産
地
消
が
進
ん
で
い
ま
す
。
以
前
は
同
地

域
に
お
い
て
家
電
の
ニ
ー
ズ
が
大
き
か
っ
た
の
で
す

が
、
最
近
は
イ
ン
フ
ラ
関
連
の
ニ
ー
ズ
が
増
え
て
お

り
、
例
え
ば
、
上
下
水
道
な
ど
は
、
現
地
で
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
後

は
、
開
発
か
ら
生
産
、
販
売
、
サ
ー
ビ
ス
を
含
め
た

フ
ル
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
を
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各
国
で
展

開
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

こ
う
い
っ
た
事
業
環
境
の
変
化
に
あ
わ
せ
、
こ
れ

ま
で
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
司
令
塔
機
能
を
置
い
て

全
体
を
見
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
国
別
に
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
戦
略
を
立
て
て
い
ま
す
。

一
方
で
連
結
性
は
、
域
内
だ
け
で
な
く
イ
ン
ド
や

中
東
と
い
っ
た
域
外
へ
も
広
が
っ
て
お
り
、
そ
の
分

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
も
複
雑
に
な
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
中
国
」
で
は
、
グ
ル
ー
プ
売
り
上

げ
の
約
二
〇
％
を
占
め
ま
す
。
そ
こ
で
、
中
国
・
ア

ジ
ア
地
区
を
統
括
す
る
責
任
者
を
置
く
と
同
時
に
、

個
別
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
現
地
化
を
進
め
て
い
ま

す
。
こ
の
手
法
は
、
当
社
の
グ
ロ
ー
バ
ル
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
お
け
る
核
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

久
保
田

矢
野
副
議
長
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
ハ
ブ
、シ
ョ
ー
ウ
イ
ン

ド
ウ
に
し
て
各
国
に
展
開

矢
野

Ｎ
Ｅ
Ｃ
は
、
も
と
も
と
米
国
企
業
か
ら
技
術

提
携
を
受
け
て
い
た
関
係
で
、
一
九
五
〇
年
か
ら
ア

ジ
ア
地
域
限
定
で
輸
出
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
全

面
的
に
解
禁
と
な
っ
た
の
は
一
九
六
五
年
な
の
で
、

海
外
展
開
を
ア
ジ
ア
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。

一
九
六
〇
年
代
に
、
当
時
の
大
き
な
マ
ー
ケ
ッ
ト

で
あ
っ
た
タ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に

営
業
所
を
設
置
し
、
一
九
七
〇
年
代
に
は
、
マ
レ
ー

シ
ア
に
工
場
を
つ
く
り
ま
し
た
。
現
状
は
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
に
統
括
拠
点
を
置
き
、
国
ご
と
に
七
つ
の
販

売
法
人
を
設
け
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各
国
へ
の

情
報
の
コ
ネ
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
提
供
し
て
い
る
大
容

量
の
海
底
ケ
ー
ブ
ル
も
、
当
社
と
こ
れ
ら
の
現
地
法

人
が
連
携
し
て
構
築
し
ま
し
た
。

当
社
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
シ
ョ
ー
ウ

イ
ン
ド
ウ
に
し
て
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各
国
の
顧
客
に
見

て
い
た
だ
く
、
と
い
う
か
た
ち
で
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
シ
ス
テ

ム
を
提
供
し
て
お
り
、
例
え
ば
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で

は
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク
「
リ
ゾ
ー
ト
ワ
ー
ル
ド
セ
ン
ト

ー
サ
」
の
運
営
シ
ス
テ
ム
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
Ｉ

Ｃ
Ｔ
機
器
の
設
計
や
設
置
か
ら
保
守
管
理
を
一
体
化

し
て
提
供
す
る
「
マ
ネ
ー
ジ
ド
・
サ
ー
ビ
ス
」
を
請

け
負
っ
て
お
り
、
注
目
度
の
高
い
事
業
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

現
在
、
監
視
技
術
、
防
災
技
術
な
ど
に
よ
り
、
安

全
・
安
心
に
、
幸
せ
で
豊
か
な
生
活
の
実
現
を
目
指

す
「
セ
ー
フ
テ
ィ
事
業
」
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
セ
ン
タ

ー
を
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
置
い
て
い
ま
す
。
日
本
も
含

め
て
世
界
中
か
ら
技
術
者
を
集
め
、
世
界
の
マ
ー
ケ

ッ
ト
へ
対
応
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
で
開
発
し
た
シ
ス
テ
ム
を
、
各
国
の
販
売
会
社
で

エ
ン
ジ
ニ
ア
が
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
て
変
更（
カ

ス
タ
マ
イ
ズ
）す
る
仕
組
み
を
つ
く
り
ま
す
。

現
在
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
設
置
し
た
Ｒ
＆
Ｄ
セ
ン

タ
ー
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
開
発
を
行
っ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
に
関
す
る
研
究
や
ク

ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
も
始
め
ま
し
た
。
ま
た
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
デ
パ
ー
ト
に
は
一
九
八
〇
年
代
か

ら
ハ
ウ
ス
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
Ｐ
Ｏ
Ｓ
、
配
送
な

ど
小
売
業
向
け
シ
ス
テ
ム
を
全
面
的
に
ご
利
用
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
を
含
む
小
売
業
向
け
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を

マ
レ
ー
シ
ア
の
開
発
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

各
国
に
幅
広
く
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
し
て
い
ま
す
。
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
を
ハ
ブ
、
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ウ
に
し
て
、

周
り
の
地
域
に
展
開
し
て
い
く
仕
組
み
が
ま
さ
に
軌

道
に
乗
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
上
直
面
し
て
い
る

課
題
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済

統
合
に
対
す
る
期
待

久
保
田

そ
れ
で
は
、
た
だ
い
ま
お
話
し
い
た
だ
き

ま
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
を
進
め
る
う
え
で
、
目
下
ど
の
よ

う
な
課
題
に
直
面
し
て
い
る
の
か
、
そ
し
て
、
そ
の

課
題
を
解
消
・
緩
和
す
る
観
点
か
ら
、
二
〇
一
五
年

末
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
経
済
統
合
に
ど
の
よ
う
に
期
待

し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、
お
伺
い
し
た
い
と
存
じ

ま
す
。

ま
ず
、
内
山
田
副
会
長
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

イ
ン
フ
ラ
整
備
と
、

一
貫
し
た
法
運
用
を
望
む

内
山
田

ビ
ジ
ネ
ス
上
直
面
し
て
い
る
課
題
と
し
て
、

ハ
ー
ド
面
で
は
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
ソ
フ
ト
面
で
は
一

貫
し
た
法
運
用
が
強
く
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
ず
、
ト
ヨ
タ
を
例
に
、
メ
コ
ン
経
済
圏
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
に
関
す
る
課
題
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

現
在
、
陸
路
で
は
東
西
回
廊
や
南
北
回
廊
な
ど
が
整

備
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
タ
イ
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
に

部
品
輸
送
す
る
リ
ー
ド
タ
イ
ム
と
コ
ス
ト
に
つ
い
て
、

陸
路
と
海
路
で
比
較
す
る
と
、
海
上
輸
送
で
は
七
〜

一
〇
日
か
か
り
ま
す
が
、
陸
路
で
は
三
〜
四
日
で
済

み
ま
す
。
コ
ス
ト
は
、
陸
路
が
海
路
の
一
・
七
倍
で

す
が
、
こ
れ
は
、
陸
路
が
ま
だ
片
道
輸
送
・
ス
ポ
ッ

ト
輸
送
で
あ
っ
た
り
、
一
部
の
国
境
通
関
が
二
四
時

間
開
庁
し
て
い
な
い
た
め
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
待
機
時

間
分
の
費
用
も
発
生
し
た
り
す
る
か
ら
で
す
。
さ
ら

に
道
路
に
陥
没
が
で
き
て
い
た
り
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
・

タ
イ
国
境
の
山
岳
地
帯
で
は
日
替
わ
り
で
一
方
通
行

（
対
面
通
行
不
可
）し
か
で
き
な
い
と
こ
ろ
も
あ
っ
た

り
と
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
も
問
題
が
あ
り
ま
す
〔
図

表
１
参
照
〕。

港
湾
イ
ン
フ
ラ
・
港
湾
作
業
性
に
つ
い
て
は
、
組

立
工
場
か
ら
港
に
輸
送
す
る
ま
で
の
所
要
時
間
を
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各
国
で
比
較
す
る
と
、
特
に
渋
滞
の
ひ
ど

ASEANとしての連結性を完結させる
ためには、ものと人の移動の自由度を
高める交通インフラの整備が不可欠で
ある。これは、日本企業にとって大き
なビジネスチャンスでもある。インフ
ラ投資の受注競争に勝ち抜くためにも、
ASEANの一員として日本が協力する
意識が大切である。日立製作所が１９９６
年からアジアの次世代リーダー育成を
目的に行ってきた「日立ヤングリーダ
ーズ・イニシアティブ」のような取り
組みが今後も日本企業に求められるだ
ろう。 （中西宏明）

提供：日本電気
ICTによる人の移動の簡素化（シンガポール・マレーシア国境）

パッケージインフラの輸出は日本の成
長戦略の柱になっており、経団連とし
ても、さまざまな提言を行ってきた。
先進国から発展途上国への投資は、民
間資金がODAの２．５倍の額になってい
るなかで、日本からASEAN地域への
PFI、PPPが進んでいない。日本企業
が制度を積極的に活用することで、具
体的な案件が出てくることになろう。
人材育成に関しては、ASEAN諸国か
ら日本への留学生を増やすために、魅
力ある大学づくり、奨学金など制度の
充実が求められる。 （矢野 薫）
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ダウェイ

い
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
日
本
と
比
べ
る
と
一
〇
倍

（
平
均
時
速
四
�
）で
す
。
港
で
の
通
関
・
荷
役
作
業

時
間
に
つ
い
て
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各
国
で
日
本
よ
り

二
〜
五
倍
も
日
数
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

次
に
、
ソ
フ
ト
面
の
課
題
と
し
て
は
、
ビ
ジ
ネ
ス

の
安
定
の
た
め
に
は
不
可
欠
な
法
規
制
の
一
貫
し
た

運
用
と
透
明
性
の
あ
る
手
続
き
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

現
在
発
生
し
て
い
る
日
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
Ｅ
Ｐ
Ａ

の
自
動
車
関
税
問
題
が
、
そ
の
一
例
で
す
。
日
本
・

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
Ｅ
Ｐ
Ａ（
二
〇
〇
八
年
一
月
発
効
）で

は
、
あ
ら
か
じ
め
協
議
・
決
定
さ
れ
て
い
た
日
本
か

ら
の
完
成
車（
一
・
五
〜
三
・
〇
�
）の
関
税
が
、
二

〇
一
三
年
初
め
か
ら
上
が
っ
て
し
ま
い
ま
し
た（
二

〇
％→

二
八
・
一
％
）。
税
率
の
変
更
に
つ
い
て
は

政
府
間
協
議
を
重
ね
て
き
て
い
ま
す
が
、
安
心
し
て

ビ
ジ
ネ
ス
を
行
う
に
は
、
明
確
な
法
規
制
と
一
貫
し

た
解
釈
・
運
用
が
強
く
望
ま
れ
ま
す
。

久
保
田

続
い
て
、
中
西
副
会
長
、
お
願
い
し
ま
す
。

イ
ン
フ
ラ
整
備
は
課
題
で
あ
る
と

同
時
に
チ
ャ
ン
ス

中
西

内
山
田
副
会
長
か
ら
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

が
課
題
だ
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
当
社
に

と
っ
て
は
、
課
題
で
あ
る
と
同
時
に
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
で
も
あ
り
ま
す
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
お
け
る
公
共

交
通
整
備
の
必
要
性
は
高
く
、
複
数
の
地
域
で
鉄
道

の
敷
設
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
社
も
可
能

な
限
り
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、

最
近
で
は
ベ
ト
ナ
ム
の
都
市
鉄
道
を
受
注
し
ま
し
た
。

や
は
り
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
問
題
が
解
決
し
な
い
と
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
し
て
の
連
結
性
が
完
結
し
ま
せ
ん
。

そ
の
結
果
、
も
の
だ
け
で
な
く
、
人
の
移
動
に
つ
い

て
も
自
由
度
が
高
ま
り
ま
す
。
例
え
ば
、
マ
レ
ー
シ

ア
は
国
民
一
人
あ
た
り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
も
上
が
っ
て
い
ま

す
が
、
労
働
力
不
足
が
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い

ま
す
。
経
済
活
動
を
活
発
化
す
る
た
め
の
人
の
移
動

が
、
こ
の
地
域
の
次
の
課
題
と
な
る
で
し
ょ
う
。

そ
の
意
味
で
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
域
を
越
え
て
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
の
一
員
と
し
て
日
本
が
協
力
す
る
意
識
が
大

切
で
す
。
例
え
ば
、
当
社
で
は
、
一
九
九
六
年
か
ら

「
日
立
ヤ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー
ズ
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」

と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
催
し
、
ア
ジ
ア
の
次
世
代

を
担
う
若
手
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
お
手
伝
い
を
し

て
き
ま
し
た
。
こ
の
活
動
に
参
加
し
た
世
代
が
各
国

で
の
リ
ー
ダ
ー
層
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
今
後
、
さ
ら

に
緊
密
な
関
係
を
築
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

久
保
田

矢
野
副
議
長
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

強
じ
ん
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を

構
築
す
る
た
め
に

矢
野

当
社
で
は
、
二
〇
一
一
年
の
タ
イ
洪
水
の
際
、

半
年
間
、
生
産
が
ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

当
社
の
工
場
だ
け
で
な
く
、
部
品
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

の
工
場
も
被
災
し
た
た
め
に
復
旧
が
遅
れ
た
の
で
す
。

こ
の
地
域
で
は
特
に
、
自
然
災
害
と
い
う
リ
ス
ク
を

踏
ま
え
て
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
ど
こ
で
何
を
製

造
し
て
い
る
の
か
を
詳
細
に
把
握
す
る
こ
と
、
部
品

調
達
先
を
多
様
化
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
学
び

ま
し
た
。
経
済
統
合
で
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
が
よ
り
広
く
よ
り
強
く
な
る
と
と
も
に
、
こ

の
こ
と
が
非
常
に
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま

す
。人

の
移
動
に
関
し
て
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
で
は
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
含
め
て
、
専
門
家
の
八

業
種
に
つ
い
て
移
動
の
自
由
化
に
関
す
る
相
互
承
認

協
定
が
結
ば
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
い
ま
だ
発
効

さ
れ
て
お
ら
ず
、
実
際
に
は
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
自
由
な

移
動
が
で
き
な
い
状
態
で
す
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
成
長

を
さ
ら
に
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
さ
せ
る
た
め
に
も
人
の

移
動
の
自
由
化
、
特
に
専
門
家
の
人
の
移
動
の
自
由

化
は
合
意
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
け
で
も
早
く
発
効
さ

せ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
当
社
を
含
め
多
く
の
日
本

企
業
に
と
っ
て
も
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内
の
国
境
を
ま

た
ぐ
ビ
ジ
ネ
ス
が
増
加
傾
向
に
あ
る
だ
け
に
、
人
の

移
動
の
自
由
化
が
事
業
の
一
層
の
発
展
を
促
す
と
み

て
い
ま
す
。
二
〇
一
五
年
に
は
実
現
す
る
と
の
こ
と

で
す
が
、
実
現
す
れ
ば
、
例
え
ば
、
マ
レ
ー
シ
ア
の

開
発
セ
ン
タ
ー
か
ら
一
時
的
に
シ
ス
テ
ム
構
築
の
現

場
に
人
を
派
遣
す
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。ま

た
、
情
報
の
連
結
性
に
お
い
て
問
題
と
な
っ
て

い
る
の
は
、
一
国
で
は
対
応
す
る
の
が
難
し
く
な
っ

て
き
て
い
る
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
や
サ
イ
バ
ー
犯
罪
で
す
。

先
般
行
わ
れ
た
日
米
首
脳
会
談
で
は
、
サ
イ
バ
ー
攻

撃
に
対
し
て
日
米
共
同
で
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
な
ど
ア
ジ
ア

太
平
洋
地
域
の
防
護
体
制
構
築
を
支
援
す
る
こ
と
が

合
意
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
、
民
間
で
は
サ
イ
バ
ー
犯

罪
が
問
題
に
な
り
ま
す
が
、
近
々
、
イ
ン
タ
ー
ポ
ー

ル（
国
際
刑
事
警
察
機
構
）が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に

「
デ
ジ
タ
ル
犯
罪
捜
査
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
立
ち
上

げ
ま
す
。
当
社
は
、
こ
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
要

員
の
派
遣
を
予
定
し
て
お
り
、
一
企
業
と
し
て
、
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
経
済
基
盤
づ
く
り
に
貢
献
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

久
保
田

お
三
方
の
発
言
を
踏
ま
え
、
河
合
先
生
よ

り
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
統
合
の
あ
る
べ
き
方
向
、
姿

に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
を
お
願
い
し
ま
す
。

共
通
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
に

収
束
さ
せ
る
努
力
を

河
合

皆
さ
ん
方
か
ら
イ
ン
フ
ラ
と
法
制
度
の
整
備

や
人
材
育
成
な
ど
が
課
題
だ
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま

し
た
が
、
ま
っ
た
く
そ
の
と
お
り
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各

国
も
投
資
の
拡
大
の
必
要
性
を
認
識
し
て
は
い
ま
す

が
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ン
グ
が
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
ま

す
。
財
政
資
金
は
限
ら
れ
て
い
る
う
え
に
、
そ
の
配

分
に
あ
た
っ
て
は
社
会
保
障
、
教
育
、
そ
の
他
の
公

共
サ
ー
ビ
ス
に
相
当
な
支
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
う
し
た
な
か
、
世
界
銀
行
、
Ａ
Ｄ
Ｂ（
ア

ジ
ア
開
発
銀
行
）、
日
本
政
府
な
ど
が
資
金
面
で
支

援
し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
も
っ
と
民
間
の
資
金
を

活
用
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
例
え
ば
、
日
本
に
は
膨

大
な
民
間
貯
蓄
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
の
イ
ン
フ
ラ
投
資
に
向
け
ら
れ
る
よ
う
な
仕
組
み

を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

交
通
イ
ン
フ
ラ
に
関
し
て
は
、
国
と
国
と
が
隣
接

し
て
い
る
メ
コ
ン
地
域
で
は
、
ま
だ
国
境
を
越
え
る

の
に
時
間
や
手
間
が
か
か
る
と
い
う
問
題
は
あ
る
も

の
の
、
道
路
や
鉄
道
で
連
結
し
や
す
い
の
で
す
。
バ

ン
コ
ク
〜
ホ
ー
チ
ミ
ン
な
ど
経
済
セ
ン
タ
ー
同
士
を

つ
な
ぐ
道
路
は
進
め
や
す
く
、
経
済
セ
ン
タ
ー
で
あ

る
都
市
部
で
は
渋
滞
緩
和
の
た
め
に
公
共
の
交
通
シ

ス
テ
ム
の
充
実
が
図
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
対
し
、
お
互
い
が
海
で
隔
て
ら
れ
て
い
る
島
し

ょ
間
の
連
結
は
難
し
い
問
題
で
す
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
島
し
ょ
国
の
人
々

の
利
便
性
を
高
め
る
た
め
に
も
、
島
と
島
を
海
路
や

Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
ど
う
経
済
開
発
の
ロ
ジ
ッ
ク
に
乗
っ
た
か

た
ち
で
結
ん
で
い
く
か
が
課
題
で
す
。

法
制
度
の
面
で
は
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
シ
ス
テ
ム
を
各
国
政
府
に
つ
く
っ
て

提供：トヨタ自動車

図表１ ミャンマー・タイ国境付近の道路の現状――
山岳地帯で対面通行不可（日替わりで一方通行）

第１２回日立ヤングリーダーズ・イニシアティブ（２０１３年７月 タイにおいて）
提供：日立製作所
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マスター
トレーナー
教育

タイ人トレーナーの育成＝43 名（2013）
(年20名のトレーナー育成 : 1 年間訓練で翌1年は貢献) 

タイ人トレーナーによるSMEの指導・リーダー育成
(～2013で、233社SME 2,000名を指導）

6名のタイ人マスタートレーナーによるタイ人トレーナ教育

2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 （年）

（人数）

日本人 タイ人

Phase0

Phase1

Phase2

トヨタ担当 生産システム

も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
通
関
、
衛
生
、
検
疫
な

ど
の
制
度
を
緩
和
し
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
全
体
を
よ
り
シ

ー
ム
レ
ス
に
つ
な
げ
、
物
品
の
移
動
が
自
由
化
さ
れ

る
こ
と
が
望
ま
し
い
わ
け
で
す
。

人
的
な
連
結
性
に
関
し
て
も
、
Ｅ
Ｕ
の
よ
う
に
、

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
や
旅
行
者
が
い
っ
た
ん
、
あ
る
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
の
国
に
入
国
す
れ
ば
域
内
の
他
の
国
に
自
由

に
移
動
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る
べ
き
で
す
。
こ

れ
で
、
観
光
産
業
の
発
展
に
も
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。

専
門
職
の
域
内
移
動
に
つ
い
て
は
、
よ
り
多
く
の
職

種
に
広
げ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
い
ま
す
。

矢
野

二
〇
〇
九
年
に
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
コ
ネ
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
が
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各
国
は
内
政
不
干
渉
を
掲
げ
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
国
家
間
の
調
整
が
う
ま
く
い
っ
て
い
な

い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
日
本
政
府
と
し
て
、
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
事
務
局
と
と
も
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各
国
と
人
、
も

の
、
情
報
の
連
結
性
を
保
証
す
る
よ
う
な
政
策
対
話

を
継
続
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

河
合

そ
の
と
お
り
で
す
。
電
力
イ
ン
フ
ラ
で
も
共

通
の
グ
リ
ッ
ド
を
つ
く
ろ
う
と
す
る
と
、
ど
こ
か
の

国
が
シ
ス
テ
ム
の
変
更
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
共
通
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
収
束

さ
せ
る
こ
と
が
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
共
同
体
づ
く
り

に
は
絶
対
に
必
要
で
す
。
共
通
化
の
メ
リ
ッ
ト
が
大

き
い
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
う
努
力
が
必
要
で
、
そ

の
こ
と
で
マ
イ
ナ
ス
面
が
出
て
く
る
と
し
た
ら
、
そ

れ
を
補
填
す
る
手
当
も
必
要
で
す
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
統
合

に
向
け
た
わ
が
国

官
民
の
役
割

久
保
田

こ
れ
ま
で
お
話
し
い
た
だ
い
た
事
項
を
踏

ま
え
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
統
合
を
日
本
企
業
の
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
し
、
ま
た
、
経
済
統
合
に
よ
り
実

現
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
を
日
本
の
競
争
力
強
化
に
活

用
し
て
い
く
た
め
に
も
、
官
民
が
統
合
の
推
進
を
積

極
的
に
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

例
え
ば
、
イ
ン
フ
ラ
輸
出
促
進
の
た
め
の
Ｏ
Ｄ
Ａ

（
政
府
開
発
援
助
）や
制
度
金
融
の
ス
キ
ー
ム
強
化
、

安
全
や
環
境
分
野
に
お
け
る
日
本
の
規
格
・
基
準
の

普
及
、
そ
の
た
め
の
民
間
レ
ベ
ル
で
の
技
術
移
転
や

人
材
育
成
の
促
進
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
日
ご
ろ
の
事

業
活
動
を
踏
ま
え
、
ど
の
よ
う
な
方
策
が
望
ま
し
い

か
、
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
内
山
田
副
会
長
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

人
材
育
成
に
お
い
て

官
民
が
協
力
す
る
こ
と
が
重
要

内
山
田

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
統
合
の
目
標
と
し
て
、

「
競
争
力
の
あ
る
経
済
地
域
」「
公
平
な
経
済
発
展
」

が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
ビ
ジ

ョ
ン
に
も
、「『
も
っ
と
い
い
ク
ル
マ
』
づ
く
り
を
通

じ
て
『
い
い
国
・
町
』
づ
く
り
に
貢
献
」
が
あ
り
ま

す
。「
い
い
国
・
町
」
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
よ
う

な
官
民
の
役
割
に
つ
い
て
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。ま

ず
、
環
境
に
関
し
て
は
、
自
動
車
業
界
は
、
最

近
新
興
国
で
導
入
さ
れ
つ
つ
あ
る
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
関
す
る
規
制
や
政
策
づ
く
り
に
政
府
と
と
も
に

知
恵
を
絞
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
先
進
国
と
同
等

レ
ベ
ル
の
燃
費
・
Ｃ
Ｏ
２

規
制
や
Ｅ
ｕ
ｒ
ｏ
４
、
５

な
ど
の
排
ガ
ス
規
制
も
積
極
的
に
導
入
す
る
計
画
を
、

技
術
的
・
商
品
的
な
観
点
か
ら
各
国
自
動
車
工
業
会

等
を
通
じ
て
政
府
と
協
議
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

一
方
で
、
そ
う
い
っ
た
環
境
規
制
・
政
策
に
合
致

し
た
車
両
の
生
産
・
販
売
も
行
っ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
タ
イ
政
府
が
進
め
て
い
る
エ
コ
カ
ー
や
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
Ｌ
Ｃ
Ｇ
Ｃ（L

ow
C
ost
G
reen

C
ar

）に

つ
い
て
は
、
日
系
メ
ー
カ
ー
が
積
極
的
に
参
加
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
単
に
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
規
制

を
ク
リ
ア
す
る
だ
け
で
な
く
、
よ
り
先
端
技
術
を
搭

載
し
た
Ｈ
Ｖ（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
）、
Ｐ
Ｈ
Ｖ（
プ

ラ
グ
イ
ン
・
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
）、
Ｆ
Ｃ
Ｖ（
燃
料

電
池
車
）、
Ｅ
Ｖ（
電
気
自
動
車
）も
商
品
ラ
イ
ン
ア

ッ
プ
と
し
て
充
実
さ
せ
、
展
開
が
で
き
る
よ
う
準
備

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
波
に
対

応
で
き
る
競
争
力
の
あ
る
経
済
統
合
を
目
指
す
に
は
、

人
材
育
成
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
調
達
、
物
流
、
生
産

な
ど
効
率
性
を
高
め
、
コ
ス
ト
競
争
力
を
高
め
る
た

め
に
は
優
秀
な
人
材
の
育
成
が
必
要
で
す
。

例
え
ば
、
日
本
・
タ
イ
間
で
は
、
自
動
車
産
業
強

化
の
た
め
二
〇
〇
六
年
か
ら
Ａ
Ｈ
Ｒ
Ｄ
Ｐ（
自
動
車

産
業
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
）を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
ト
ヨ
タ
が
生
産
シ
ス

テ
ム
、
ホ
ン
ダ
が
金
型
製
作
、
日
産
が
技
能
検

定
制
度
、
デ
ン
ソ
ー
が
製
造
技
能
を
そ
れ
ぞ
れ

担
当
し
、
個
社
の
垣
根
を
越
え
て
各
分
野
で
自

動
車
人
材
の
育
成
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
ず
日
本
人
専
門
家
が
タ
イ
人
の
ト
レ
ー
ナ

ー
を
育
成
し
、
そ
の
タ
イ
人
ト
レ
ー
ナ
ー
が
タ

イ
人
を
育
成
し
て
い
く
方
式
で
す
。
ト
ヨ
タ
の

生
産
シ
ス
テ
ム
で
は
、
こ
れ
ま
で
二
三
三
社
、

二
〇
〇
〇
名
超
の
指
導
を
実
施
し
ま
し
た
〔
図

表
２
参
照
〕。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
継
続
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
、
Ａ
Ｈ
Ｒ
Ｄ
Ｉ
Ｐ（
自
動
車
産
業
人
材
育

成
機
関
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）が
日
・
タ
イ
Ｅ
Ｐ
Ａ

の
な
か
で
合
意
さ
れ
、
日
本
政
府
と
日
本
企
業
、

タ
イ
政
府
・
タ
イ
企
業
の
協
力
・
支
援
の
も
と
、

ト
ヨ
タ
も
引
き
続
き
現
場
改
善
に
つ
い
て
、
タ

イ
人
ト
レ
ー
ナ
ー
、
タ
イ
人
ト
レ
ー
ニ
ー
の
育

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
ト
ヨ
タ
自
動
車
は
、
今
年
八
月
に

「
ト
ヨ
タ
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
基
金
」
の
設
立
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
よ
り
良
い
モ
ビ
リ
テ
ィ
社
会

の
構
築
に
資
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
研
究
機
関
の
取
り
組
み

を
グ
ロ
ー
バ
ル
に
支
援
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
特

に
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各
国
に
つ
い
て
は
、
モ
ビ
リ
テ
ィ

格
差
の
解
消
、
自
動
車
産
業
の
健
全
な
発
展
に
資
す

る
活
動
を
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

久
保
田

中
西
副
会
長
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

大
規
模
な
投
資
は
政
府
の
保
証
が

な
け
れ
ば
進
め
に
く
い

中
西

先
ほ
ど
河
合
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、

民
間
の
資
金
の
活
用
は
ま
だ
ま
だ
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

電
力
イ
ン
フ
ラ
に
関
し
て
は
、
Ｉ
Ｐ
Ｐ（Independ-

ent
P
ow
er
P
roducer：

独
立
系
発
電
事
業
）に
対

図表２ タイ―AHRDP（自動車産業人材育成プログラム）２００６年～

提供：トヨタ自動車
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最も重要
なな3つの
課課題

経済の多様化人的資本の開発
マクロ経済管
理の改善

経済の多様
化

経済の競争
力強化

ガバナンスと
制度の強化

事業・投資環
境の改善

限られた資源
の管理

人的資本の
開発

ガバナンスと
制度の強化

事業・投資環
境の改善

経済の多様
化

経済インフラ
の整備

人的資本の
開発

人的資本の
開発

マクロ経済管
理の改善

経済インフラ
の整備

人口・労働制
約の緩和

格差是正と社
会的な紐帯
の強化

経済インフラ
の整備

人的資本の開
発 貧困の削減

環境保護と天
然資源管理
の改善

環境保護と天
然資源管理
の改善

技術革新能
力の向上 農業発展 ガバナンスと

制度の強化
技術革新能
力の向上

マクロ経済管
理の改善

人的資本の
開発

次に重
要要な3つ
のの課題

環境保護と天
然資源管理の
改善

環境保護と天
然資源管理
の改善

格差是正と社
会的な紐帯
の強化

経済インフラ
の整備

労働生産性
の上昇

人的資本の
開発

産業基盤の
強化

新たな成長力
の特定

新たな成長力
の特定

都市化の管
理改善

金融深化の促
進

ガバナンスと
制度の強化

ガバナンスと
制度の強化

マクロ経済管
理の改善

格差是正と社
会的な紐帯の
強化

産業基盤の
強化

格差是正と社
会的な紐帯
の強化

格差是正と社
会的な紐帯
の強化

ガバナンスと
制度の強化

環境保護と天
然資源管理
の改善

生活の質の改
善

マクロ経済管
理の改善

経済の多様
化

持続可能な
社会的安全
網の構築

環境保護と天
然資源管理
の改善

経済インフラ
の整備

財政管理の
改善

都市化と環境
の管理

エネルギーの
安全保障確
保

持続可能な
社会的安全
網の構築

す
る
各
国
の
資
金
が
回
り
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

Ｐ
Ｐ
Ｐ（P

ublic

―P
rivate

P
artnership：

官
民
連

携
）等
に
よ
る
大
規
模
な
投
資
は
、
政
府
の
保
証
が

な
け
れ
ば
進
め
に
く
い
面
が
あ
り
ま
す
。

今
ま
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
イ
ン
フ
ラ
が
中
心
で

し
た
が
、
こ
れ
か
ら
モ
ビ
リ
テ
ィ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
い
っ

た
分
野
の
整
備
も
進
ん
で
い
き
ま
す
。
中
国
、
韓
国

な
ど
に
よ
る
官
民
を
あ
げ
て
の
売
り
込
み
が
活
発
化

す
る
な
か
、
日
本
と
し
て
も
、
従
来
の
政
府
主
導
型

だ
け
で
な
く
、
民
間
が
現
地
企
業
グ
ル
ー
プ
と
関
係

を
構
築
す
る
な
ど
、
新
た
な
か
た
ち
を
模
索
し
な
が

ら
、
事
業
獲
得
を
目
指
す
べ
き
で
す
。

ま
た
ア
ジ
ア
で
は
、
若
い
経
営
層
が
育
っ
て
き
て

い
ま
す
。
彼
ら
は
若
い
こ
ろ
か
ら
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト

と
し
て
産
業
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
持
ち
、
今
や
一

つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
彼
ら

は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内
を
自
由
に
動
き
回
っ
て
い
ま

す
の
で
、
彼
ら
の
な
か
に
、
日
本
の
若
い
経
営
層
が

入
っ
て
い
け
る
よ
う
な
仕
組
み
を
考
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

久
保
田

矢
野
副
議
長
か
ら
お
話
を
伺
い
た
い
と
思

い
ま
す
。
経
団
連
の
国
際
協
力
委
員
長
の
お
立
場
か

ら
も
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
か
ら
の

留
学
生
を
増
や
す

矢
野

パ
ッ
ケ
ー
ジ
イ
ン
フ
ラ
の
輸
出
は
日
本
の
成

長
戦
略
の
柱
に
な
っ
て
お
り
、
二
〇
二
〇
年
に
は
三

〇
兆
円
規
模
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
つ
い
て
、
経
団
連
の
国
際
協
力
委
員
会
と
し
て
も
、

円
借
款
の
迅
速
化
や
供
与
対
象
の
拡
大
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

（
国
際
協
力
機
構
）の
機
能
強
化
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

の
推
進
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
提
言
を
行
い
、
政
府
の

施
策
へ
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
先
進
国
か
ら
発
展
途
上
国
へ
の
投
資
は
、

民
間
資
金
が
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
二
・
五
倍
の
額
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
う
し
た
な
か
、
日
本
か
ら
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地

域
へ
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ（P

rivate
F
inance

Initiative

）あ

る
い
は
Ｐ
Ｐ
Ｐ
な
ど
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
は
、
皆

さ
ん
が
お
話
し
さ
れ
た
と
お
り
で
す
。
日
本
政
府
と

し
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
努
力
を
し
て
お
り
、
例
え
ば
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
投
融
資
の
な
か
で
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
協
力
準

備
調
査
を
始
め
て
い
ま
す
。
制
度
面
で
も
整
い
つ
つ

あ
り
、
日
本
企
業
が
こ
れ
ら
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

今
後
、
具
体
的
な
実
施
案
件
が
出
て
く
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
経
団
連
と
し
て
は
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
に
加
え
て
Ｖ

Ｇ
Ｆ（V

iability
G
ap
F
unding：

事
業
採
算
性
支

援
措
置
）を
活
用
で
き
る
制
度
の
創
設
を
訴
え
て
い

ま
す
。
こ
ち
ら
は
、
ま
だ
具
体
的
な
施
策
へ
の
展
開

が
進
ん
で
お
ら
ず
、
Ｖ
Ｇ
Ｆ
制
度
の
早
期
実
現
に
向

け
、
ま
ず
は
試
験
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
先
行
的
に
実

施
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

イ
ン
フ
ラ
整
備
は
ハ
ー
ド
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を

取
り
巻
く
法
制
度
、
運
用
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
の
ソ
フ
ト

と
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
が
重
要
で
す
。
イ
ン
フ
ラ
の
運

用
で
は
、
日
本
は
世
界
に
冠
た
る
実
績
を
持
っ
て
お

り
、
大
き
な
競
争
上
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
法
制
度
に

つ
い
て
は
、
す
で
に
政
府
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
ミ
ャ
ン
マ

ー
な
ど
の
法
制
度
構
築
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
引
き

続
き
法
の
支
配
を
あ
ら
ゆ
る
側
面
か
ら
支
援
し
て
い

く
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

交
通
イ
ン
フ
ラ
に
関
し
て
は
、
シ
ー
レ
ー
ン
の
確

保
が
重
要
で
す
。
日
本
政
府
は
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
通
じ
て
、

海
賊
を
取
り
締
ま
る
た
め
の
船
舶
の
提
供
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
先
般
、
台
風
「
ヨ
ラ
ン
ダ
」
が
フ

ィ
リ
ピ
ン
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
が
、

気
候
変
動
に
伴
う
自
然
災
害
が
多
い
地
域
で
も
あ

り
、
日
本
の
気
象
庁
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
民
間
の
技
術
を

提
供
し
、
防
災
、
減
災
に
協
力
す
る
こ
と
も
必
要
で

す
。人

材
育
成
に
関
し
て
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
か
ら

日
本
へ
の
留
学
生
を
増
や
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
魅

力
あ
る
大
学
づ
く
り
、
奨
学
金
制
度
の
充
実
と
い
っ

た
施
策
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
当
社
の
東
京
に
お
け
る

新
卒
採
用
者
は
二
割
近
く
が
外
国
人
で
す
が
、
中
国

人
、
韓
国
人
、
イ
ン
ド
人
が
多
い
の
が
現
状
で
す
。

日
本
企
業
が
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
優
秀
な
人
材
を
採

用
し
、
活
用
す
る
こ
と
で
、
日
本
と
の
結
び
付
き
が

よ
り
強
固
な
も
の
と
な
る
と
考
え
ま
す
。

久
保
田

で
は
、
こ
れ
ま
で
の
お
話
を
踏
ま
え
、
河

合
先
生
か
ら
コ
メ
ン
ト
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
中
所
得
国
の
罠
」か
ら

抜
け
出
す
こ
と
が
最
大
の
課
題

河
合

私
が
こ
の
二
月
ま
で
勤
め
て
い
た
ア
ジ
ア
開

発
銀
行
研
究
所
で
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
一
〇
カ
国
に
関

す
る
研
究
を
行
い
、『
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

２
０
３
０
』

と
い
う
報
告
書
に
ま
と
め
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
各

国
共
通
の
課
題
と
し
て
、「
人
的
資
本
の
開
発
」「
事

業
・
投
資
環
境
の
改
善
」「
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
制
度
の

強
化
」「
環
境
保
護
と
天
然
資
源
管
理
の
改
善
」「
格

差
是
正
と
社
会
的
な
紐
帯
の
強
化
」「
経
済
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
」
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
〔
図
表
３

参
照
〕。

現
在
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
一
〇
カ
国
の
う
ち
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
、
ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
低
所
得
国
で
す
が
、

そ
れ
以
外
は
中
所
得
国
以
上
に
な
っ
て
い
ま
す
。
特

に
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
タ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
な
ど
は
、
い
わ
ゆ
る
「
中
所
得
国
の
罠
」
か

ら
抜
け
出
す
こ
と
が
最
大
の
課
題
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
産
業
技
術
力
の
発
展
、
人
材
育
成
、
格
差
の

是
正
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
内
山
田
副
会
長
が
ト
ヨ
タ

自
動
車
の
事
例
を
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
が
、
技

能
者
の
育
成
を
通
じ
た
技
術
移
転
は
、
日
本
企
業
が

大
き
く
貢
献
で
き
る
部
分
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

大
都
市
の
大
気
汚
染
へ
の
対
処
、
エ
コ
都
市
づ
く
り
、

環
境
改
善
・
省
エ
ネ
技
術
な
ど
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題
に
関
し
て
も
、
日
本
の
技
術
が
役
に
立
つ
で
し

ょ
う
。

格
差
の
是
正
に
つ
い
て
は
、
教
育
や
医
療
・
保
健

衛
生
の
充
実
が
大
前
提
と
な
り
ま
す
が
、
同
時
に
中

小
企
業
の
育
成
も
必
要
で
す
。
日
本
の
場
合
、
中
小

企
業
に
元
気
の
良
い
所
が
多
い
の
で
、
ど
う
い
っ
た

施
策
、
仕
組
み
が
有
効
な
の
か
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
と

っ
て
も
参
考
に
な
り
ま
す
。
労
働
者
の
都
市
へ
の
通

勤
を
容
易
に
し
た
り
、
農
民
と
市
場
を
つ
な
い
だ
り
、

島
と
島
と
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
つ
な
げ
る
な
ど
、
イ
ン
フ
ラ

の
連
結
性
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
も
格
差
の
是
正
に

つ
な
が
り
ま
す
。

イ
ン
フ
ラ
整
備
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ン
グ
に
つ
い
て

は
、
公
的
資
金
に
加
え
民
間
資
金
を
動
員
す
る
努
力

が
必
要
で
す
。
Ｐ
Ｐ
Ｐ
は
、
日
本
国
内
で
も
成
功
例

が
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
政
府
が
し
っ
か
り
と
し
た
役

割
を
担
っ
た
う
え
で
、
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
フ
ァ
イ

ナ
ン
シ
ン
グ
と
運
営
・
管
理
を
民
間
に
任
せ
る
か
た

ち
に
し
な
け
れ
ば
、
イ
ン
フ
ラ
開
発
は
進
み
ま
せ

ん
。最

後
に
、
人
材
育
成
に
関
し
て
で
す
が
、
私
は
東

京
大
学
公
共
政
策
大
学
院
で
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育

成
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
留
学
生
を

で
き
る
だ
け
採
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
か
ら
の
留
学
生
の
母
数
が
少
な
い
た
め
、

な
か
な
か
増
え
ま
せ
ん
。
大
学
自
身
が
も
っ
と
留
学

生
を
引
き
付
け
る
努
力
を
す
べ
き
こ
と
は
無
論
で
す

が
、
日
本
政
府
に
も
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
対
し
て
日
本

の
魅
力
を
訴
え
て
、
日
本
の
大
学
を
売
り
込
ん
で
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
企
業
に
は
、
留
学
生
の

採
用
を
積
極
的
に
行
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
か
ら
留
学
生
が
日
本
に
来
た
い
と
い
う
体

制
を
つ
く
る
べ
き
で
す
。

久
保
田

本
日
は
貴
重
な
ご
意
見
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

（
二
〇
一
四
年
五
月
七
日

経
団
連
会
館
に
て
）

出所：Asian Development Bank Institute, ASEAN２０３０: Toward a Borderless Economic Community（２０１４）
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